
� プログラミングの習慣

ここまで多くのプログラムを書いてきましたが、そろそろプログラムの行数も多くなり、自分が書いてき

たプログラムを自分で読み返しても理解しにくい、という状況になり始めていることと思います。

プログラミングには、プログラムを後から自分で読み返したとき、あるいはプログラムを他の人に渡した

とき、などのために便利な習慣や規則がいくつか伝承されています。ここで、世界中の多くのプログラマが

倣っている、プログラミングのいくつかの習慣や規則について紹介します。

��� インデント

いままでに紹介したプログラムでは、命令や構文  個ごとに改行をしましたし、また特定の行では行頭

に所定の空白文字を加えていました。

しかし実をいうと、B���言語や /言語を含むいくつかのプログラム言語では、改行や行頭空白文字はプ

ログラムに影響を及ぼしません。

極端な例として、行頭空白文字を全部消したプログラムを書いてみます。
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これで )����コマンドと )���コマンドを使ってみてください。どうですか？ 普通に F���
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と表示されますよね？

今度はさらに、改行も全部消してみましょう。（本書では紙面の大きさ都合により、途中で折り返されて

表示されるかもしれません。）
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これで )����コマンドと )���コマンドを使ってみてください。どうですか？ 普通に F���
@ �
��� 7

と表示されますよね？

しかし実際には、ほとんどのプログラマは、今までに本書で出てきたのと同様に、プログラムに改行や行

頭空白文字を加えています。それは、ほとんどのプログラマが、この書き方が「読みやすい」と考えている

からであり、また「世界中のプログラマが同じようなマナーでプログラムを書いたほうが便利」と考えてい

るからです。

今後のプログラムの書き方の目安として、

� 命令や代入文  個ごとに改行する。

� 中カッコを開く（�）たびに、行頭空白文字の数を増やす。

� 中カッコを閉じる（�）たびに、行頭空白文字の数を元に戻す。

ということを習慣化してください。

この行頭空白文字を インデントまたは 字下げ と呼ぶことがあります。

なお、ここで気をつけて欲しいのは、
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日本語入力時の全角空白文字を、インデントに用いることはできない

という点です。くれぐれも忘れないで下さい。

��� カッコの省略

�0文、0
�文、�����文、�
C�����文などに付随して実行される処理を囲む中カッコ（�と �）は、カッ

コ内の処理が  文（セミコロン  個）だけのときに省略することができます。例えば
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というように書き換えることができます。ただし本書では、このようなカッコの省略は行いません。

��
 コメント

プログラムを構成する各々の処理や命令の意味をわかりやすくするために、多くのプログラマはコメン

トを記入します。

コメントは計算機がコンパイル時に読み飛ばすものであり、プログラマを含む人間が画面などの上で読

むだけのために記載されます。

コメントの書き方は、以下の *種類です。

� "# と #" で囲まれた間にコメントを書く。この間に改行があってもよい。

� "" から後、その行だけにコメントを書く。

以下に、コメントや空行を意図的に多く加えたプログラムの例を書きます。本書では以下、日本語でコメ

ントを記入することにします。

"" 	&'値を計算するクラス
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"" 体重と身長を受け取り、	&'値を算出して返すメソッド
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"" メインメソッド
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"" 	&'値を算出して、変数 �
�に代入する

�
���� �
� � ���������	
���@ ���

"" 	&'値を画面に出力する
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��� 変数名・定数名・クラス名・メソッド名

プログラムに出てくる変数、定数、クラス、メソッドなどの名前にも一定の習慣があり、多くのプログラ

マがそれに倣ってプログラムを書いています。本書では以下の習慣によって、変数、定数、クラス、メソッ

ドの名前をつけています。参考になれば幸いです。

変数名 小文字だけで記述する。

�例� 3@ 
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定数名 大文字だけで記述する。*つ以上の単語を合成した定数名をつくる場合には、単語と単語の間をア

ンダースコアで接続する。

�例� /2G;H@ 59E@ 2;9 H'&9@ /2I2? ?94

メソッド名 原則として小文字だけで記述する。ただし複数の単語を組み合わせて名前をつくる場合には、

最初の単語は小文字だけで記述し、*つめ以降の単語は最初の文字だけを大文字にする。

�例� �����@ �����@ ��������J���@ ���=�������@ ���>������ なお *つ以上の単語を用いると

きの習慣として、「動詞＋目的語」という単語の組み合わせが非常に多い。

クラス名 最初の文字だけを大文字にする。複数の単語を組み合わせて名前をつくる場合には、各単語の最

初の文字だけを大文字にする。
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そのクラスが一定の処理を担当するときには、「…の処理をする人」という意味をこめて C�� で終わ

る接尾語を使うことが多い。
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